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　白坂村は会津藩が寛文 10 年（1667）に一里三十六町制に改めて一里

塚を築き、街道を整備した時に駅所として確立したと思われます。『野沢

郷毎村委記』によると、白坂村と宝川村は寛永４年（1627）に野沢郷か

ら小川庄に入り、海道組に組み替えとなりました。これは、駅所整備に関

係があるからだと考えられます。

　白坂の宿は、旅人の宿よりは運輸通信事務が中心の駅で、寛文５年

（1665）には 18 軒、文化６年（1809）には 21 軒と小村でした。また、

寛延２年（1749）の記録によると、上野尻の駅馬は 65 匹なのに対し、

白坂駅では藩の駅馬購入が 12 ～ 13 匹と駅馬数が十分ではなく、公用で

旅する人の荷物を宿場から宿場へとリレー方式で受け継いで送る「継
つぎ

送
おく

り」

に支障をきたすため、宝川と半月ずつ交代で行っていました。一月のうち

１～ 15 日（上番継）は八ツ田→白坂→上野尻と継送り、16 ～ 30 日（下

番継）は上野尻→白坂→八ツ田へと継送りをしていました。

　宝暦２年（1752）、白坂村では藩の駅馬購入貸付制度で馬の購入金を借

り、駅馬を32匹に増やし、滞留解消を図っています。また駅所収益のため、

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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禁じていた村内での酒販売を通行人と村人には限って売るこ

とを村中相談の上で行うなど、さまざまな努力をして継送り

に支障がないようにしていました。

　しかし、江戸時代後半になると低運賃の公用荷の増加と、

駅所を通らず直通で荷物を送る中追が増え、駅所は窮乏を来

すとともに、村の若者に疱
ほう

瘡
そう

が流行するなど、継送りの停滞

解消は大変困難になりました。

　なお、白坂村には端村として川谷、屋敷、楢木平、熊沢、

柞畑がありましたが、文政２年（1820）に屋敷、楢木平、

熊沢、柞
たな

畑
ばたけ

は屋敷村となっています。
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